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１． 経営成績・財政状況の概況 

（１） 経営成績の概況 

① 当期の経営成績 

経常収益は、住宅ローンに係る手数料収入の増加があるものの、国債等債券売却益や金融派生商品

収益の減少により前期を 54 億 56 百万円下回る 572 億 78 百万円となりました。 

一方、経常費用は、フォワードルッキングな引当の導入により貸倒引当金繰入額が増加したものの、

国債等債券償還損や株式等売却損の減少等により前期を 23 億 81 百万円下回る 534 億 33 百万円とな

りました。 

この結果、経常利益は前期を 30 億 74 百万円下回る 38 億 44 百万円となりました。親会社株主に帰

属する当期純利益は前期を 23億 72 百万円下回る 25億 79 百万円となりました。 

報告セグメントごとの業績につきましては、セグメント利益は、銀行業で前期を 30 億 79 百万円下

回る 22 億 95 百万円、リース業で前期を 2 億 9 百万円下回る 3 億 64 百万円、クレジットカード業で

前期を 2億 49百万円上回る 8億 82百万円、信用保証業で前期を 59百万円下回る 6億 66 百万円、そ

の他で前期を 4百万円上回る 18 百万円となりました。 

なお、当行グループは「銀行業」及び「リース業」を報告セグメントとしておりましたが、第３四

半期連結会計期間より、従来「その他」に含まれていた「クレジットカード業」及び「信用保証業」

について量的な重要性が増したため報告セグメントとしております。 

② 次期の見通し 

2021 年度の業績につきましては、カード関連業務やコンサルティング業務を中心とした役務収益の

増加や、2020 年度に導入したフォワードルッキングな引当による与信コストの反動減が見込まれるこ

とから、連結で経常収益 563 億円（前期比△９億円）、経常利益 66 億円（同＋27 億円）、親会社株主

に帰属する当期純利益 46 億円（同＋20 億円）を予想しています。銀行単体は、中期経営計画に掲げ

た諸施策の着実な実践により、経常収益 370 億円（同△３億円）、経常利益 58 億円（同＋35 億円）、

当期純利益 42億円（同＋25 億円）を予想しております。 

なお、今後の見通しについては、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を含め、経済活動は 2021 年

度を通じごく緩やかな回復シナリオを想定し業績を予想しておりますが、当該仮定には不確実性が存

在しております。そのため、新型コロナウイルス感染症の感染状況等による影響の変化によっては今

後の業績が公表数値と異なる可能性があります。今後業績予想の変更が必要となった場合には速やか

に公表いたします。 
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（２） 財政状態の概況 

当連結会計年度末の総資産は前連結会計年度末を 3,424 億 52 百万円上回る 2兆 7,781 億 42 百万円

となりました。純資産は前連結会計年度末を 18 億 55 百万円上回る 1,318 億 15 百万円となりました。 

主要勘定としては、預金等（譲渡性預金を含む）は、特別定額給付金や新型コロナウイルス感染症

拡大の影響による貯蓄性向の高まりにより、前連結会計年度末を 2,348 億 31 百万円上回る 2兆 4,792

億 7 百万円となりました。貸出金は、事業者向け資金繰り支援のための新型コロナウイルス感染症対

応資金や住宅ローンを中心に増加したことで、前連結会計年度末を 553 億 57 百万円上回る 1兆 7,788

億 90 百万円となりました。有価証券は、地方債等の取得により前連結会計年度末を 746 億 11 百万円

上回る 3,330 億 47 百万円となりました。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、預金の増加等により 2,953 億 74 百万円の収入となりまし

た。投資活動によるキャッシュ・フローは、債券を中心とした有価証券の取得等により 747 億 2 百万

円の支出となりました。財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払い等により 17 億 44 百

万円の支出となりました。 

以上の結果、現金及び現金同等物の期末残高は、前連結会計年度末比2,189億 34百万円増加の5,246

億 88 百万円となりました。 

２． 会計基準の選択に関する基本的な考え方 

当行グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本

基準に基づき連結財務諸表を作成する方針であります。 

なお、ＩＦＲＳ（国際財務報告基準）の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に

対応していく方針であります。 
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（５）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

（６）連結財務諸表に関する注記事項

（会計上の見積りの変更）

貸倒引当金の見積りの変更(フォワードルッキングな引当方法) 

当行では、主として過去の一定期間における貸倒実績率の平均値に基づく予想

損失額を最善の見積りとして、一般貸倒引当金を算定してまいりました。 

当行は景気変動等に依らない安定的な金融仲介機能の発揮を目的として、将来

に関する予測を貸倒引当金へ反映させる手法、態勢につき検討を進めてまいりま

した。 

当連結会計年度末において、将来に関するマクロ経済指標の予測に基づき把握

した予想損失が、実際の貸倒として顕在化する以前に、より適切に貸倒引当金へ反

映させる合理的な見積りが可能となったことから、貸倒引当金に関する見積りの

変更を行っております。 

具体的には、貸倒の発生確率との相関の高い複数のマクロ経済指標と当行が想

定している景気変動の見通しから、景気循環における足元の立ち位置と今後の見

通しを踏まえたシナリオ毎の実現可能性に応じて、業種別・信用格付別等のグルー

プ毎に過去の貸倒の発生確率を基に、将来見込みによる必要な修正を加えて予想

損失額を算定し、さらに外部環境等の著しい変化により、当連結会計年度末に保有

する債権の信用リスクが高まっていることが想定される場合には、予想損失率に

所要の修正を加え、貸倒引当金を計上するものであります。 

この見積りの変更により、当連結会計年度末の貸倒引当金は2,052百万円増加し、

当連結会計年度の経常利益および税金等調整前当期純利益は2,052百万円減少し

ております。 

なお、今後の見通しについては、新型コロナウイルス感染症の影響を含め、経済

活動は2021年度を通じごく緩やかな回復シナリオを想定していますが、貸倒引当

金の見積りに用いた仮定については現時点における最善の見積りであるものの、

当該仮定には不確実性が存在しております。 

そのため、新型コロナウイルス感染症の感染状況等による影響の変化によって

は、翌連結会計年度以降の連結財務諸表において当該貸倒引当金は増減する可能

性があります。 

（セグメント情報）  

１．報告セグメントの概要 

当行グループは、当行及び連結子会社６社で構成され、銀行業務を中心にリース業

務、クレジットカード業務、信用保証業務などの金融サービスに係る事業を行ってお

り、当行の取締役会において定期的にグループ内の会社別の財務情報を報告しており

ます。 

当行グループは、「銀行業」及び「リース業」を報告セグメントとしておりまし

たが、第３四半期連結会計期間より、従来「その他」に含まれていた「クレジット

カード業」及び「信用保証業」について量的な重要性が増したため報告セグメント

として記載する方法に変更しております。 
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「銀行業」は、当行の本店のほか支店等においては、預金業務、貸出業務、内国

為替業務、外国為替業務及び有価証券投資業務等並びにこれらに付随する業務を

行っており、「リース業」はリース業務等、「クレジットカード業」はクレジットカ

ード業務等、「信用保証業」は信用保証業務を行っております。 

２．報告セグメントごとの経常収益、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額

の算定方法 

報告セグメントの利益は、経常利益ベースの数値であります。 

なお、セグメント間の内部経常収益は第三者間の取引価格に基づいております。 

３．報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失、資産、負債その他の項目の金

額に関する情報 

 当連結会計年度(自 2020 年４月１日 至 2021 年３月 31 日)

(単位：百万円)

報告セグメント 

その他 合計 調整額
連結財務諸

表計上額 銀行業 リース業
クレジット

カード業 

信用 

保証業
計 

経常収益 

外部顧客に対 

する経常収益 

36,533 16,993 3,000 741 57,268 10 57,278 ― 57,278 

セグメント間の 

内部経常収益 

844 133 1,129 162 2,269 444 2,713 △2,713 ― 

計 37,377 17,127 4,129 903 59,537 454 59,992 △2,713 57,278 

セグメント利益 2,295 364 882 666 4,207 18 4,226 △382 3,844 

セグメント資産 2,739,178 42,755 22,173 9,872 2,813,978 167 2,814,146 △36,004 2,778,142 

セグメント負債 2,623,280 36,161 15,360 6,059 2,680,862 55 2,680,918 △34,591 2,646,326 

その他の項目 

減価償却費 2,202 622 106 2 2,934 1 2,936 ― 2,936 

資金運用収益 28,197 8 454 0 28,661 0 28,661 △662 27,999 

資金調達費用 347 145 164 ― 657 ― 657 △242 414 

減損損失 21 ― ― ― 21 ― 21 ― 21 

有形固定資産 

及び無形固定 

資産の増加額 

2,668 983 20 0 3,672 ― 3,672 ― 3,672 

(注) １ 一般企業の売上高に代えて、それぞれ経常収益を記載しております。 

２ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、現金精査整

理業務や産業、経済、金融に関する調査研究業務等であります。 

３ 「調整額」は主にセグメント間取引消去であります。 

４ セグメント利益は、連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。 
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（１株当たり情報） 

当連結会計年度 

(自 2020 年４月 １日 

至 2021 年３月 31 日) 

１株当たり純資産額 円 3,061 円 43 銭 

１株当たり当期純利益金額 円 60 円 03 銭 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 円  59 円 79 銭 

(注)１ １株当たり純資産額の算定上の基礎は、次のとおりであります。 

当連結会計年度末 

(2021 年３月 31 日) 

純資産の部の合計額 百万円 131,815 

純資産の部の合計額から控除する金額 百万円 219 

（うち新株予約権） 百万円 219 

普通株式に係る期末の純資産額 百万円 131,596 

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末

の普通株式の数 
千株 42,985 

(注)２ １株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 
の算定上の基礎は、次のとおりであります。 

当連結会計年度 

(自 2020 年４月 １日 

 至 2021 年３月 31 日) 

１株当たり当期純利益金額   

親会社株主に帰属する当期純利益 百万円 2,579 

普通株主に帰属しない金額 百万円 － 

普通株式に係る親会社株主に帰属する 

当期純利益 
百万円 2,579 

普通株式の期中平均株式数 千株 42,973 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額  

親会社株主に帰属する当期純利益調整額 百万円 － 

普通株式増加数 千株 172 

 うち新株予約権 千株 172 

(重要な後発事象) 

該当ございません。 
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